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地球温暖化問題

「京都議定書」において⽇本には平

成20（2008）から24（2012）年

の期間中に、CO2などの温室効果ガ

スについて平成2（1990）年度⽐

6％の削減が割り当てられていま

す。しかし、平成18年度の⽇本の⼆

酸化炭素排出量は12億7,400万トン

（平成2年度⽐11.3％増加）となっ

ています。

鉄道はCO2排出量が⽐較的少ない

交通⼿段

鉄道は、⾛⾏時の抵抗が⼩さくエネ

ルギー効率がよいうえ、たくさんの

お客様を⼀度に⽬的地までお運びす

ることが可能な公共輸送機関です。

単位輸送量あたりのCO2排出量は他

の交通機関に⽐べて少なく、地球環

境にやさしい乗り物です。

鉄道と地球温暖化防⽌の関わり

地球温暖化防⽌の取り組み



当社のエネルギー消費の現状

平成19年度に当社が消費したエネル

ギー総量は334.5億メガジュール。

そのうち95%は電⼒が占めていま

す。また列⾞運⾏のために消費され

るエネルギーは全体の83.3%となっ

ています。

国内の旅客輸送において鉄道は全体輸送量の28％を担っていますが、CO2排出の主な原因となるエネルギ

ー消費の分担率で⾒れば全体の7％となり、エネルギー消費効率の⾼さが際⽴っています。

当社のCO2排出量とエネルギー消費の現状

当社の事業活動におけるエネルギー使⽤量とCO2排出量の実績

CO2排出量は平成19年度150.8万トンでした。

【CO2排出量とエネルギー使⽤量の算出⽅法の変更について】

平成17年度まで（旧係数）

CO2排出係数については、環境省「温室効果ガス排出量算定⽅法に関する検討結果」（平成12年9

⽉）の平成7（1995）年の係数（0.394）を使⽤

エネルギー換算係数については電気の換算係数は「エネルギーの使⽤の合理化に関する法律（省エ

ネ法）施⾏規則」� より10.25MJ/kWh（メガジュール毎キロワット時）を使⽤

電気以外のエネルギーについては、資源エネルギー庁「総合エネルギー源別標準発熱量表」より平

成11年度以前の係数を使⽤

平成18年度以降（新係数）

CO2排出係数及びエネルギー換算係数については、エネルギーの使⽤の合理化に関する法律及び地

球温暖化防⽌対策の推進に関する法律に定める⽅法へ変更しました。


